
日本企業側の成果 

 
 

 提案者として縮小する日本国内の物量に
限界を感じている。 

 
 
 1棟4,200万円程度で100棟を建築、国内に

止まらざるを得ない倉庫業にとっても画期
的な海外進出機会になり得ると考えている。 

 海外での倉庫業の長期投資として安定し
た倉庫収入と利益により、日本で行う倉庫
投資より早い約8年での投資資金の回収を
期待できる。  総投資額は36億円。 

 製品が劣化して翌日捨て値で販売すること
を防ぎ、農民の現金収入が増える。 

 定温倉庫の中で選果をきちんと行うことで、
高付加価値販売を行う農業への転換。 

 安定した品質の農産物が増えることで、消
費者の食生活レベルがアップするとともに、
農産物の価格安定にも寄与する。 

 

 生産者段階での温度管理ができてい
ないために大量の農産物が腐ったり
して廃棄されている。 

 選果作業が屋外で行われ、良品選
別・袋詰め等基本的な管理ができて
いないため農産物に付加価値が付
かず、農家の収入が上がらない。 
 

インド共和国の開発ニーズ 

 
太陽光発電・蓄電小型定温倉庫活用による西ベンガル州農産物流通効率化普及・実証事業 

川崎陸送株式会社（東京都港区） 

インド共和国側に見込まれる成果 

普及・実証事業の内容 

 

 西ベンガル州、シングールにあるクリ
シャックバザール内にショールーム的
な定温倉庫を建設する。 

 バザールに持ち込まれた農産物を、
翌日の出荷まで定温倉庫に一時保
管、ないしは倉庫内で選果作業など
の流通加工を行い、鮮度の維持、
コールドチェーンの普及に貢献し、そ
れによる農民の所得増加。 

 農民に対して流通加工及び倉庫の基
本的なメンテナンスについての教育
を実施する。 
 

提案企業の技術・製品 

太陽光発電・蓄電小型倉庫 

－摂氏18度から22度での農産物の一時保管を可能 
  とする倉庫 
 
－漆喰で高湿度によるカビと結露の防止 
 
－ソーラー発電及び、その電力を汎用性の高い 
  蓄電池に貯めるため、電力の心配をしなくて 
  もよい 
―倉庫（150㎡）、バッテリー室（40㎡） 
 
 

インド共和国 

現状 

今後 
事業概要 

相手国実施機関：西ベンガル州政府農業 
           マーケティング省スファール 
           バングラプロジェクト 
 
事業期間：2017年10月～2019年9月 
 
事業サイト：インド共和国、西ベンガル州、 
        フーグリー市、シングール村 
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